
未来に引き継ぐ確かなものを
― 日建連建築宣言 ―

　建築物は、そこに住まう人間を守り、活力ある生産・経済活動を支え、人々の生活 
と産業の基盤となるものです。その存在は周辺にも大きな影響を与え、集積としての
街並みは、長い時間をかけて形成されるかけがえのない社会的な資産です。
　社団法人日本建設業連合会は、建築に幅広く関わる総合建設業の立場から、 
東日本大震災から得た課題及び直面する地球環境問題等に対して建築が果たす 
べき役割を踏まえ、次の基本方針のもとに、会員企業の強い責任感と高い技術力を
結集して、次代に引き継ぐ建築・街づくりに取り組んで参ります。

基　本　方　針

１．安全・安心の建築・街づくりに貢献します
　安全・安心な建築には、人命を守るだけではなく、生活と産業、都市や地域の機能を守ると
いう観点が求められます。私たちは、災害時にも建築物の機能が維持される構造・耐震技術
の向上に努めるとともに、災害に強い街づくりの推進に向けた技術・知見の提供を通じて、ハード・
ソフト両面から建築・街づくりの安全・安心の確保に取り組みます。

２．低炭素・循環型社会の構築に貢献します
　震災後の電力需給に対応しつつ、普遍的な地球環境問題の解決を図るためには、建築物
の運用段階におけるエネルギー消費量の削減が大きな課題となります。私たちは、建築のゼロ
エネルギー化を目指して、既存建築物を含めたライフサイクルエネルギーの低減、計画段階から
耐久性と更新性を考慮した長寿命化に取り組みます。

３．世界に誇れる未来の建築文化を創造します
　群として広がりを持った建築物が地域の文化的資源として受け継がれ、住民が誇りと愛着を 
持てる街づくりが求められます。私たちは、わが国の豊かな伝統と文化を再認識し、景観だけ 
ではなく土地・地域に適した材料と建築技術を用いて、それぞれの場所に相応しい建築・ 
街づくりを推進します。
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